
 43 

 

 

主要課題主要課題主要課題主要課題１１１１●●●●子子子子どもがどもがどもがどもが健健健健やかにやかにやかにやかに育育育育つつつつ環境整備環境整備環境整備環境整備    

施策施策施策施策のののの方向方向方向方向１１１１●●●●子子子子どもがどもがどもがどもが健健健健やかにやかにやかにやかに育育育育つつつつ生活環境生活環境生活環境生活環境のののの整備整備整備整備    

具体的事業具体的事業具体的事業具体的事業    区分区分区分区分    実施状況実施状況実施状況実施状況    担当課担当課担当課担当課    達成度達成度達成度達成度    効効効効    果果果果    

１０５次世代育成支援地域行動

計画の推進  

《概要》 

安心して子育てできる環境づく

りを考える計画を策定し，推進

する。 

継続 次世代育成支援対策行動計画策定委員会を年６回開催

し，後期行動計画を策定した。 

後期計画の策定にあたって，前期計画に盛り込まれて

いる施策ごとの事業の進捗状況・達成状況について中

間評価を行い，既存の後期５年間の計画を再検討し，

反省と課題に基づき，基本施策１～７までを盛り込ん

だ後期行動計画を策定した。 

＊前年度までの名称「次世代育成対支援地域行動計画 

作成部会」が「次世代育成支援対策行動計画策定委員

会」へ変更となる。 

児童福祉課  １ ｆ，ｈ 

１０６地域子育て支援センター

の充実 

《概要》 

子育て家庭に対して，育児相談 

や子育てサークル等の育児支援 

を行う。 

拡充 ○広場の自由開放 

広 場 名 開催日数 参加人数（親・子ども） 

夢っ子ひろば 

のぎさき 

１８４日 ６,２７５人 

（2,805 人 3,470 人） 

夢っ子ひろば 

ほくえん 

１８４日 ８,３１７人 

（3,736 人 4,581 人） 

夢っ子ひろば 

みずきの  

１４１日  ２,２０１人 

（1,019 人 1,181 人） 

夢っ子ひろば 

おおがしわ 

 ９３日  ２,３７６人  

（1,121 人 1,255 人）  

児童福祉課 １ ａ，ｂ，ｃ，

ｅ，ｇ，ｈ 

基本目標基本目標基本目標基本目標４４４４    健康健康健康健康でででで安心安心安心安心してしてしてして暮暮暮暮らせるらせるらせるらせる生活環境生活環境生活環境生活環境のののの整備整備整備整備    
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  夢っ子ひろば 

まなびの里 

（週１回） 

４２日 ９４２人 

（443 人 499 人） 

出前広場 

公民館 2 か所 

 １８日    ４０８人  

（  185 人  223 人） 

園庭自由開放   ８１日   ３２４人 

（ 147 人  177 人） 

○子育て講座 

広 場 名 開催日数 参加人数（親・子ども） 

リトミック 20 日 ４６０人  

（ 230 人 230 人） 

赤ちゃん体操 

年 3 回 

10 日 168 人（両親含） 

（  79 人  89 人） 

親子クッキン

グ 

 6 日  137 人 

（  68 人 69 人） 

交流分析講座  2 日 106 人 

（   45 人  61 人） 

救命救急  3 日  137 人 

（  66 人 71 人） 

○行事 

夢っ子まつり 523 人（親 267 人 子 256 人） 

福祉まつり  227 人（親 110 人 子 117 人） 

夢っ子コンサート 363 人（親 162 人 子 201 人） 

オープニングセレモニー  284 人 

           （親 132 人 子 152 人） 
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        ○子育てサークル支援 

サークル出前 37 回 1,434 人 

（親 665 人 子 769 人） 

活動場所の貸し出し 139 回  4,022 人 

（親 1,970 人 子 2.052 人） 

○育児相談 

 ・広場での相談 199 件 ・にこにこ広場 30 件 

・ぽかぽか子育て教室の実施 毎月１回，全１1 回 

  （親 62 人・子 66 人） 

＊平日開催の広場，土曜日に実施した赤ちゃん体操に

参加する父親が増えた。休日の行事には，家族揃っ

ての参加も見られ，父親の子育てへの関心や協力意

識が高くなっている。 

         

１０７ファミリー・サポートセ

ンターの充実 

《概要》 

市民の相互援助組織であるファ 

ミリー・サポートセンターの機 

能を充実する。    

継続 学童クラブや保育所の送迎･保護者の冠婚葬祭の出席

に伴う託児･保護者の就労による一時的な預かり･」 

保護者の疾病や兄弟の疾病による一時的な預かりな

どの利用が高まっている。 

○利用件数 

 H21 H20 H19 

会員数 932 人 799 人 603 人 

依頼件数 3,824 件 3,316 件 1,990 件 

２０年度に事務所を,守谷市市民交流プラザに移転

し,従来型の在宅援助に加え「一時預かり事業」を開始

した。一時預かりは,市民交流プラザ内「ぴよぴよルー

ム」に気軽に預けられることから,母親のリフレッシュ

目的や通院,兄弟の学校・幼稚園行事参加等に利用して 

児童福祉課 １ ｈ 
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  いることが伺える。２０年度入会者は,例年の倍になっ

たが, ２１年度の会員登録数は１７０人だった。（サポ

ーター・利用者の退会者がいるため実増加数は,１２４

名である）２１年度は,新型インフルエンザの影響から

か,予想より一時預り件数が少なかった。（２０年度,５

９９件・２１年度,６２３件） 

２１年度の依頼件数 

 在宅件数    ３，２０４件 

一時預かり数    ６２３人 

合 計     ３，８２７件 

   

９３（再）放課後児童クラブの

充実 

拡充  

 

生涯学習課 １ ｆ，ｈ 

１０８子育てホームページでの

情報提供 

《概要》 

市の子育て関連機関のホームペ 

ージを立ち上げ，総合的な情報 

を提供する。    

継続    守谷市ホームページの子育てウェブ版の子育て支援

センター事業欄や新着情報欄で広場事業情報，子育て

サークル情報，食育情報，子育て情報等を提供してき

た。又、携帯サイトでも提供する。 

この情報を支援センターの月便り等に掲載し周知す

る。 

児童福祉課    ２ ｅ，ｈ 

１０９子育て広場の推進 

《概要》 

子育て中の親子に対して，気軽 

に相談，交流ができる場を提供 

する。    

拡充 「１０６ 地域子育て支援センターの充実」と統合 児童福祉課    1 ａ，ｂ，ｃ，

ｅ，ｇ，ｈ 

１１０児童館活動の充実 

《概要》 

児童館まつり，あそぼうかい， 

 ○南守谷児童センター各事業利用状況 

     事 業 名 開催回数 参加人数 

乳幼児対象親子支援 79 2,164  

児童福祉課    ２ ａ，ｂ，ｃ，

ｅ，ｇ 
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ゲーム大会，子ども相談などの

事業を充実する。    

 パンだ！クラブ（パン作り）  4 58 

お話し会 8 348 

ベビーヨガ 6 106 

育児講座   １ 48 

映画会  9 548 

チャレンジ会 11  934 

スポーツタイム 随時 14,185 

文化関係講座 199 1,231 

異世代交流事業  15  58 

人形劇    7   534 

その他 29 891 

○北守谷児童センター事業利用状況 

     事 業 名 開催回数 参加人数 

幼児対象親子支援 37 4,637 

映画会  17 172 

季節の行事 9 622 

スポレク小学生 96 910 

音楽行事   24 159 

工作行事  25 245 

その他 4  450  

   

１１１ブックスタート 

《概要》 

乳幼児期からの読書の楽しさ

や，絵本を介した親子のふれあ

いの大切さの再確認を図る    

継続 月２回配布。 

月 人数 月 人数 月 人数 

４月 ４６ ８月 ５７ 12 月 ４９ 

５月 ４９ ９月 ４６ １月 ５４ 

６月 ４８ 10 月 ４８ ２月 ４３  

中央図書館 １ ｃ．ｇ，ｈ 
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ため，４か月児健康診査時に絵

本２冊を含む「ブックスタート

パック」を配布する。 

 ７月 ５８ 11 月 ５３ ３月 ６３ 

図書館への来館・訪問での配布 ３４名 

             合 計  ６４８名 

   

１１２青少年ワークキャンプ 

《概要》 

２泊３日研修キャンプ（福祉体

験学習）や独居高齢者宅へのホ

ームステイ，障害者との交流を

行う。 

継続 子どもが健やかに育つ環境整備として，２泊３日のサ

マーチャレンジ２００９（福祉体験学習）を実施した。

このチャレンジは，車いすに乗って，目かくし歩行で，

実際に街中を探索しながら買物したり，インスタント

シニアで乗車体験，看護や福祉専門学校での見学・体

験。学校生活では体験できないさまざまな体験とふれ

あいの中で，自らの目で見，自らの足で歩くことの喜

びを見出す体験を通して，青少年の視野を広げ，福祉

の心を培うことを目的に実施をした。 

社会福祉協議会 ２ ａ，ｂ，ｇ 

１１３児童手当支給事業 

《概要》 

小学校３学年終了前の子どもを

養育している人を対象に，１人

目と２人目ががそれぞれ月額５

千円，３人目以降は１人につき

１万円を支給する。 

継続 小学校６学年修了前の子どもを養育している人を対

象に支給した（所得制限有り）。 

支給対象児童数は年々増加している。 

●支給額 

 ３歳未満の児童一律 10,000 円（月額） 

 ３歳以上の児童 

  第１子・第２子  5,000 円（月額）第３子以降   

10,000 円（月額） 

●支給時期：６月，１０月，２月 

●児童手当支給世帯：3,657 世帯（月平均） 

          （前年度 3,483 世帯） 

●支給対象児童：5,698 人（月平均） 

 （前年度 5,406 人） 

※第１子3,060人 第２子2,077人 第３子以降 561人 

児童福祉課 １ ａ，ｈ 
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１１４医療福祉費支給制度 

《概要》 

乳幼児，妊産婦，重度障害等，

１８歳未満の児童を養育するひ

とり親家庭に対し，医療保険に

より受信した場合の医療費を助

成する。 

継続 医療費の助成により経済的負担を軽減し，健康保持・

早めの治療につながることによって，男女の別なく社

会復帰や，継続して仕事に従事できる環境を作ること

が可能となる。また妊産婦は平成２０年４月から，現

物給付を実施し，利用者の申請手続きの負担軽減を図

った。 

平成１９年１０月から，守谷市単独事業のすこやか医

療費助成事業を実施し，乳幼児及び妊産婦の所得によ

る支給制限を撤廃した。この事業の乳幼児は平成２１

年１月から，現物給付を実施し，利用者の申請手続き

の負担軽減を図った。 

国保年金課 １ ｆ，ｈ 

１１５食に関する指導 

《概要》 

小・中学校における「食に関す

る指導」を推進する。 

継続 男女共同作業による稲作体験，飯盒炊飯体験の実施。

（全校） 

保護者を交えた食の講演会を実施した。 

男女混合グループによる給食において，給食センター

栄養士の学校訪問による栄養指導を実施。 

学校教育課 

指導室 

２ ｃ，ｆ，ｇ 

１１６食育講座 

《概要》 

子育て支援センターにおいて食

に関するマナーや食の選択能力

を育む講座を開設する。 

継続 子育て支援センターにおいての食に関するマナーや

食の選択能力を育む講座を開設する。 

６月２６日 

みずき野子育て広場にて，２歳児と保護者７組１５

名にて「こどもの水分補給と糖分について」の話及

び食事相談実施 

９月８日 

 保健センター栄養指導室において市内在住２歳か

ら３歳児童と保護者８組１６名にて「夏野菜を使用

した親子ピザつくり教室」と食事相談を実施 

児童福祉課 ２ ｈ 
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  １０月２８日 

 子育て支援センターにて０～３歳児と保護者１７

組３５名にて「年齢別野菜の摂取量とその効能」の

話と食事相談実施 

１月２７日 

 大柏子育て広場にて０～３歳児と保護者１４組２

９名にて「おやつについて」の話と食事相談実施 

２月８日 

北園子育て広場０歳～３歳児と保護者２３組４７

名にて「おやつについて」の話と食事相談実施 

３月２日 

保健センター栄養指導室において市内在住２歳か

ら３歳児童と保護者１０組２０名にて「ひなまつり

クッキング」と食事相談を実施 

   

１１７食生活改善推進員による

親子料理教室 

《概要》 

小学生の親子を対象にした適切 

な食生活習慣を確立させるため 

の講義や指導，調理実習を行う。 

継続 守谷市食生活改善推進員により，小学生の親子を対象

にして，適切な食生活習慣を確立させるための講義や

調理実習を行った。 

男性の仕事中心ライフスタイルを見直し，男女の地域

活動（親子料理教室）への参加を促進して子どもと一

緒に料理を作る機会を設ける。教室の開催時期や場所

等を考慮し，広く市民に呼びかけるため広報にて参加

を募る。 

期 日 開催場所 参加人数 

７月２６日 保健センター 子ども １９名 

母 親 １２名 

父 親  １名  

保健センター ３ ｃ 
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  ７月３１日 保健センター 子ども １８名 

母 親 １２名 

父 親  １名 
 

   

１１８青少年健全育成対策の充

実 

《概要》 

青少年の健全育成に関する街頭 

啓発活動，自動販売機，コンビ 

ニエンスストア等に対する訪問 

指導を実施する。 

 ○青少年の健全育成に協力する店の協力依頼 

コンビニ，本屋，ビデオショップなどを回り，青

少年の健全育成のため，成人誌などの悪書等を排

除若しくは区分陳列するよう店に求める。（こども

たちの目に触れさせない） 

○青少年非行防止キャラバンキャンペーン実施 

  駅や大型店で非行防止を訴える啓発活動を行う 

○青少年相談員による防犯パトロールの実施 

 月１回小中学生，高校生の下校時間に合わせて，守

谷駅周辺の防犯パトロールを実施している。 

生涯学習課 ３ i  

８９（再）保育所（園）の整備 拡充  

 

児童福祉課 １ ｆ，ｈ 

１１９公共施設の施設整備 

《概要》 

施設の更新に合わせて授乳室や

ベビーベッドなどの設置を図

る。 

継続 乳幼児等の保護者が市役所に来庁しやすい環境を整

える事業。今年度，１階国保年金課横への授乳室の設

置へ向けた検討を行った。授乳室を設置することによ

り，乳児の母親の市役所来庁時における授乳場所の不

安が解消し，市役所に来庁しやすい環境が整うものと

思われる。（授乳室は，平成２２年４月に開設済み） 

今後については，保護者の要望等を検討し，費用面を

考慮しながら必要に応じて設備整備を進めていきた

い。 

財政課 １ ａ，ｃ 

１２０安心して使える公園の確 

   保 

継続 管理委託での樹木、草等の管理，市民協働で樹木を伐採、剪

定を実施した。遊具の安全点検（随時）を行って，修繕や交 

建設課 １ ｈ 
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《概要》 

公園遊具の安全点検を進めると

ともに，市民との協働による樹

木等の管理を推進し，安全で使

いやすい公園を確保する。 

 換を実施した。 

○ 公園内の園路，トイレ等のバリアフリー化：２公園 

   

 

 

施策施策施策施策のののの方向方向方向方向２２２２●●●●児童虐待防止児童虐待防止児童虐待防止児童虐待防止のののの推進推進推進推進    

具体的事業具体的事業具体的事業具体的事業    区分区分区分区分    実施状況実施状況実施状況実施状況    担当課担当課担当課担当課    達成度達成度達成度達成度    効効効効    果果果果    

１２１児童虐待防止に向けた意

識啓発の推進 

《概要》 

広報紙等を通して児童虐待防止 

に向けた啓発を行う。 

継続 守谷市子ども家庭支援ネットワーク協議会の発足か

ら，各関連機関・民生委員・児童委員・児童クラブ

指導員等に児童虐待防止について，早期発見の協力

と相談窓口の周知徹底を行った。又，広報誌に毎月

相談・通報窓口を掲載し，市民の方にも相談・通報

窓口の周知を行う。 

児童福祉課 

保健センター 

１ ａ，ｂ，ｇ 

１２２児童虐待防止ネットワー

ク会議の充実 

《概要》 

関係機関との連携を図り児童虐 

待防止ネットワーク会議を発足 

させ，児童虐待防止に努める。 

  

新規 

  

平成 18 年 2 月に守谷市子ども家庭支援ネットワー

ク協議会の発足し，平成２１年度下記の通り代表者

会議を１回，実務者会議を２回開催し，連携強化と，

具体的な話を進め虐待予防と早期対応に努めた。又，

個別ケース検討会議は３３回開催し，ケースごとに

関連機関を召集し問題解決に向けて検討をした。 

○代表者会議（１０月１５日） 

・ネットワークの活動状況 

・守谷市内の虐待状況について 

 ・土浦児童相談所管内の虐待状況 

 ・守谷市の虐待予防に向けての取組み 

児童福祉課 

保健センター 

１ ａ，ｂ，ｆ，

ｇ 
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  ○実務者会議 

・６月２３日 

 守谷市内の虐待状況 

虐待対応の流れ（緊急時対応・それ以外の対応） 

虐待事例 

・１月２０日 虐待対応研修 

   

  児童虐待防止ネットワーク会議に当該児童在籍学校

職員と指導室職員が参加し，その改善に努めた。 

指導室   

１２３児童虐待の早期発見と予

防体制の整備 

《概要》 

健康相談，健診や訪問指導等の 

機会に児童虐待の早期発見及び 

防止に努める。 

継続 乳幼児健康診査時で子育てアンケートを実施し，現

在の育児をする母の気持ち，育児不安やパートナー

の協力，家庭で困っていることなどを聞いて面接し

ている。 

▽３～４か月児健診（参加者６１７／対象者６４７） 

▽１歳６か月児健診（参加者６３２／対象者６７６） 

▽３歳児健診   （参加者６１７／対象者６４９） 

健診未受診者や母子手帳交付の情報で，困っている

こと（パートナーの問題を含む）での訪問や面接の

相談を実施。面接結果から，精神保健福祉士や心理

士・保健師が継続的に訪問や面接を実施したり，母

の気持ちの整理にために，子育て講座やグループミ

ーティングで予防に努めている。 

保健センター ２ ｃ，ｈ 

１２４民生委員・児童委員活動

の推進 

《概要》 

担当地域内の児童の生活・環境 

状態を掌握することで，地域内 

継続 総会や定期会議において，児童虐待などの把握や早

期発見に努めるように努力している。また，講習や

集会等に参加し対策に努めている。 

○毎月定期活動 委員８７名 

社会福祉課 １ ｉ 
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の児童虐待の早期発見に努め 

る。 

     

１２５児童虐待等に関する相談

体制の充実 

《概要》 

家庭児童相談員やケースワーカ 

ーによる相談や指導を行う。 

継続 虐待の相談窓口を 1 つにし，相談や通報を受ける。 

虐待の相談・通告件数は１８件となり，昨年より減

少となる。 

児童福祉課 １ ａ，ｂ，ｆ，

ｈ 

    

    

施策施策施策施策のののの方向方向方向方向３３３３●●●●子子子子どもにどもにどもにどもに関関関関するするするする相談支援体制相談支援体制相談支援体制相談支援体制のののの整備整備整備整備    

具体的事業具体的事業具体的事業具体的事業    区分区分区分区分    実施状況実施状況実施状況実施状況    担当課担当課担当課担当課    達成度達成度達成度達成度    効効効効    果果果果    

９７（再）家庭児童相談 継続  

 

児童福祉課 １ ａ，ｂ，ｃ，

ｅ，ｇ 

９６（再）子育て相談の充実 継続  児童福祉課 

保健センター 

１ ａ，ｂ，ｃ 

ｈ 

就学に関する相談，学校生活及び児童の家庭生活に関

する相談等を，年間を通して実施してきた。 

指導室 

 

１２６乳幼児・児童の相談の実

施 

《概要》乳幼児・児童のあらゆ

る問題に対し，家庭相談員・保

育士・保健師・教員の立場で相

談及び指導を行う。 

 

継続 

保健センターの健診時に家庭相談員が出向き相談を

受けてきたが，家庭児童相談室の相談件数増加のため

保健センターの健診に出向く時間をとることがむず

かしくなり２０年度で廃止とした。 

保健センターで深刻な相談があった時は，家庭児童相 

談室につなげてもらう体制をとっている。 

児童福祉課 

 

２ ａ，ｂ，ｃ，

ｆ，ｇ 
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  乳幼児のあらゆる問題に対し，精神科医師・臨床心理

士・精神保健福祉士・心理相談員・保健師・栄養士・

歯科衛生士・助産師等が様々な相談を行う。 

ゆとりを持ち，安心して家族全員で子育てができるた

めに育児相談を行っている。また，子育てしていると

いう気持ちや育児休業中の心の悩みも相談として受

け付けた。育児不安の解消や虐待予防の視点でも育児

相談を設定しているが，今後はもっと広めてパートナ

ーシップも含めた問題点を認識していく必要がある。

◎育児健康相談会９回 

相談会来所者数 実人数２７３人／述人数５４４人 

１歳未満  ‥‥  ４５人（延人数） 

１～３歳  ‥‥ ４８９人（延人数） 

４～６歳  ‥‥  １０名（延人数） 

◎心の相談：１２回 １５／２６件（実／延） 

◎発達相談：２３回 ７１／９７件（実／延） 

保健センター   

１２７教育相談の実施 

《概要》 

小学校においては担任と心の教

育相談員による相談，中学校で

は担任による相談に加えてスク

ールカウンセラー，心の教育相

談員を配置している。また，不

登校児童への適応指導教室での

指導，指導員による相談や家庭 

訪問を実施する。 

継続 心の教育相談員（３名 ９９９時間），スクールカウ

ンセラー（2 名５２８時間）の学校への配置や教育相

談員（２名 年間１９２日）による面談，電話相談。

また，適応指導教室「はばたき」での相談活動（4 名

年間１７７日）等を年間を通して実施してきた。 

指導室 １ ｂ，ｆ，ｇ 
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主要課題主要課題主要課題主要課題２２２２●●●●一生涯一生涯一生涯一生涯のののの健康健康健康健康づくりづくりづくりづくり    

施策施策施策施策のののの方向方向方向方向１１１１●●●●生涯生涯生涯生涯をををを通通通通じたじたじたじた女性女性女性女性のののの健康健康健康健康にににに関関関関するするするする意識意識意識意識のののの浸透浸透浸透浸透    

具体的事業具体的事業具体的事業具体的事業    区分区分区分区分    実施状況実施状況実施状況実施状況    担当課担当課担当課担当課    達成度達成度達成度達成度    効効効効    果果果果    

１２８リプロダクティブ・ヘル 

ス／ライツ（性と生殖に 

関する健康・権利）の広 

報啓発 

《概要》 

リプロダクティブ・ヘルス／ラ 

イツの認識の浸透を図るため， 

啓発や情報提供を行う。 

新規 ◎小中学生対象の性に関する講座 

 大井沢小学校３年生 ９名 

           命の誕生と思春期の講話 

◎女性のための健康教室（３０～５０歳代の女性）  

７／２「更年期の女性の心と体の変化」参加者９名 

７／９「尿もれについて」     参加者１９名 

７／１６「骨粗鬆症予防」     参加者 ６名 

保健センター 

市民協働推進課 

２ ａ，ｂ， 

１２９小・中学校における健康

教育の推進《概要》 

小・中学校において健康に関す 

る問題についての正しい知識の 

普及啓発を図る。 

継続 保健学習「健やかな成長」「栄養と健康」「運動と健康」 

等の単元を中心に，男女の成長の特徴を理解させ，好 

ましい異性観や正しい性意識の形成を図る授業や，栄

養面・運動面からの健康に対する知識の形成を図る授

業を実施してきた。 

指導室 ２ ａ，ｂ，ｃ，

ｇ 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊ リプロダクティブ・ヘルツ／ライツ（性と生殖に関する健康と権利） ＊＊＊＊＊ 

◎リプロダクティブリプロダクティブリプロダクティブリプロダクティブ・・・・ヘルツヘルツヘルツヘルツ  個人，特に女性の身体的，精神的及び社会的に健康であるための自己決定権を保障する考え方。 

◎リプロダクティブリプロダクティブリプロダクティブリプロダクティブ・・・・ライツライツライツライツ  それををををすべての人々の基本的人権として位置付ける理念。 

リプロダクティブ・ヘルツ／ライツの中心課題には，いつ何人子どもを産むか産まないかを選ぶ自由，安全な性生活・妊娠・出産，子

どもが健康に生まれ育つこと，思春期や更年期における健康上の問題等があり，幅が広い。 
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施策施策施策施策のののの方向方向方向方向２２２２●●●●母子保健母子保健母子保健母子保健サービスサービスサービスサービスのののの充実充実充実充実    

具体的事業具体的事業具体的事業具体的事業    区分区分区分区分    実施状況実施状況実施状況実施状況    担当課担当課担当課担当課    達成度達成度達成度達成度    効効効効    果果果果    

１３０母子の健康に関する広報

活動の実施 

《概要》 

女性が安心して妊娠・出産の時 

期を過ごし，母子の健康が確保 

されるよう，広報活動をする。 

 

継続 ・保健センター予定表で，母子保健事業の周知（全戸

配布） 

・子育て支援センター作成の子育てトライアングルブ

ック中にも，母子保健の事業と相談窓口を掲載して

いる。（子育てホームページも同様） 

・母子保健推進員が妊婦訪問１回と生後２ヶ月ころ

「こんにちは赤ちゃん訪問」を実施し、母子保健事

業の紹介や子育て支援情報を提供している。 

保健センター 

市民協働推進課 

３ ｃ 

１３１母子保健サービスの充実 

《概要》 

乳幼児健康診査，新生児訪問， 

乳幼児訪問指導，育児相談，予 

防接種などを実施する。 

継続 ◎両親学級 

毎回土曜日に実施（実施回数７回）。参加延人数は平

成１９年度 １２１組，平成２０年度１３５組，平成

２１年度１３７組と，年々増加している。原則夫婦で

参加とし，定員２４組としているが，キャンセル待ち

が出る回もある。妊娠届出の数も増えており，今後両

親学級の参加希望者も増えることが考えられる。平成

２３年度以降，両親学級の回数の増加を検討したい。 

保健センター ３ ｃ 

１３２母子健康手帳の交付 

《概要》 

妊娠・出産・育児まで，一貫し 

た健康状態を記録できる手帳の 

交付 

継続 平成２１年度の母子健康手帳交付数  ７１６部 

母子健康手帳は，妊娠・出産・育児まで一貫して，健

康状態を記録するための手帳である。その中には，働

く女性，異性のための出産，育児に関する制度につい

ての記録がある。また，窓口での交付の際，家族の健

康状態や心配事など，育児支援の必要性などを確認

し，アドバイスを行っている。夫同伴で交付をうける

夫婦もいる。 

保健センター ３ ｃ 
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１３３医療サービス体制の充実 

《概要》 

妊娠・出産・育児まで，一貫し

た健康状態を記録できる手帳の

交付を行う。 

継続 妊婦・乳幼児一般健康検査受診券の交付，休日夜間の

小児救急医療体制の整備。 

保健センター ３ ｃ 

１３４小児救急医療体制におけ

る近隣市との連携 

《概要》 

５市町村で２つの病院を輪番制 

で運営する小児救急医療輪番制 

により，休日・夜間の小児救急 

医療の充実を図る。 

継続 構成市町村（取手市・守谷市・利根町・つくばみらい

市・常総市）による小児救急輪番制において，２つの

輪番制病院で，下記患者の受け入れを行った。 

病院名 患 者 数 備 考 

取手協同 

病院 

    9,347 人 

うち守谷市民1,205人 

夜間 7,230 人 

休日 2,117 人 

守谷第一 

病院 

      745 人 

うち守谷市民 333 人 

夜間 539 人 

休日 206 人  

保健センター ２ ｃ 

１３５ライフステージに応じた

健康相談の実施 

《概要》 

女性のライフステージに応じた 

課題に対応する健康相談を実施 

する。 

 

継続 健康結果相談会や窓口相談において，各年代の健康課

題に添った相談を受けた。 

３０～５０歳代の女性を対象に，自分の身体や心を見

つめ直し健康づくりへの意識を高めるための健康教

室「女性のための健康教室」を開催した。 

◎健診結果相談会及び窓口相談実績 

 各年代の男性１４４名（延人数）   

各年代の女性２２６名（延人数） 

◎「女性のための健康教室」 

７／３  更年期の女性の心と体の変化 １３人 

７／９  乳がんについて        ８人 

７／１６ リラクゼーション      １４人 

保健センター ２ ｂ，ｆ，ｈ 
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施策施策施策施策のののの方向方向方向方向３３３３●●●●心身心身心身心身のののの健康保持健康保持健康保持健康保持・・・・増進増進増進増進へのへのへのへの支援支援支援支援    

具体的事業具体的事業具体的事業具体的事業    区分区分区分区分    実施状況実施状況実施状況実施状況    担当課担当課担当課担当課    達成度達成度達成度達成度    効効効効    果果果果    

１３６健康づくりに関する相談

の充実 

《概要》 

一人ひとりの健康状態に応じた

相談を実施する。 

継続 一人ひとりの健康状態に応じた相談を実施。 

ミニドック健診、基本検診後の個別相談会を開催。相

談者の健診結果や年齢等から見た健康課題に合わせ

た内容が中心である。窓口相談は随時対応した。 

◎健診結果個別相談会：１０月 

男性２１名 女性４５名 計６６名 

◎電話・窓口相談：随時 

男性１２３名 女性１８１名 計３０４名 

保健センター ３ ｉ 

１３７健康もりや・健やか親子 

２１計画の推進 

《概要》 

個人の力，家族の力，地域の力， 

行政の力を合わせて，一人ひと 

りが生きがいに満ち，家族，地 

域でふれあいながらいきいきと 

くらすための施策を推進する。 

拡充 個人の力，家族の力，地域の力，行政の力を合わせて，

一人ひとりが生きがいに満ち，家族，地域でふれあい

ながらいきいき暮らすために事業を行う。 

平成２１年度実施内容 

◎高齢期の事業 

・健康もりや市民ワーキングが企画運営をしている，

６０歳代を中心とした，スポーツと話し合いの場「レ

ッツスポーツしゃべり場」を月２回実施した。参加人

数延べ３６０名 

・介護福祉課が主管で，市民が指導者になり地域で展

開しているシルバーリハビリ体操。延人数 12,399 名 

◎壮年期の事業 

・ミニ歩く会：保健センター主催の運動教室受講者

OB 会が発足したミニ歩く会は月 1 回各地域で歩く会

を開催 延人数 648 名 

・守谷ウォーキングくらぶ：ミニ歩く会から独立した 

保健センター １ ｂ，ｃ，ｅ，

ｇ 
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  歩く会。週 1 回定例にウィーキングを開催している。

延人数 2,365 名 

・食生活改善推進員：地域で食を通じた健康づくり運

動を実践している。延人数 2,103 名 

◎乳幼児期の事業 

・母子保健推進員が企画し,地域で子育て中の親子の交 

流活動を実施した。参加延人数２６４名 

   

１３８薬物乱用防止に関する啓

発活動 

《概要》 

県・保健所等からの情報を収集 

し，提供する。保健所が配置す 

る薬物乱用防止指導員による， 

啓発活動の実施。 

継続 ６／２６ジョイフル本田にて，竜ヶ崎保健所主催「ダ

メ。ゼッタイ。ヤング街頭キャンペーン」実施（竜ヶ

崎保健所主催）。中学生のヤングボランティアを中心 

に街頭において，チラシ等啓発資材を配布及び国連支

援募金を行い，薬物乱用防止啓発を強化する。  

守谷市内各中学校生徒・教師・教育委員会・保護司会・

更正保護女性会・民生委員児童委員・青少年相談員連

絡協議会・竜ヶ崎地区薬業会・医薬品配置協会・守谷

地区少年指導委員連絡会・取手警察署・守谷市薬物乱

用防止指導員（７名）が参加。 

◎守谷市薬物乱用防止指導員活動 

市内中学校（2 年生対象）において薬物乱用防止教室

を実施。 

保健センター ２ ｉ 

１３９思春期教育の充実 

《概要》 

小・中学校を対象とした保健師 

による出前講座を実施し，思春

期や性に関する学習機会を提供

する。 

拡充 小・中学校を対象とした，保健師による出前講座や教

材の貸し出しを行い。思春期や性に関する学習の機会

を提供する。 

●養護教諭部会時活動ＰＲ 

大井沢小学校（児童９７名） 

 ３年生に対し命の誕生と思春期の講話 

保健センター ２ ａ 
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１４０みんなでつくる明るい学

校づくり 

《概要》 

中学生の規範意識を高め，社会 

性を育てるため，「みんなでつく 

る明るい学校づくり報告会」へ 

の生徒，ＰＴＡ，教員の参加を 

促進する。 

継続 

継続 

平成２１年７月２２日に平成２１年度生き生き学校

づくり研修会を実施（参加者２０名）し，スクールカ

ウンセラーを講師に招いて，構成的グループエンカウ

ンターやロールプレイ，ピアサポート等を体験した。

また，各中学校の生徒達が推進計画を作成し，あいさ

つ運動や地域クリーン作戦などを実施した。 

 

指導室 

 

２ 

 

ｂ，ｅ 

   

１４１市民スポーツフェスティ

バル 

《概要》 

誰もが気軽に参加できるスポー

ツの祭典として実施する。 

 各種スポーツ大会をはじめ，誰もが気軽に参加できる

楽しいイベントや，生涯スポーツとして人気のある種 

目を紹介することにより，多くの市民がスポーツによ

る健康づくりと親睦を深めることを目的として開催

している。 

○実施内容 

会  場 種   目 

市内小学校リレー予選・決勝 

市内中学校リレー決勝 

スポーツ少年団交流大会（５０ｍチャンス走） 
陸上競技場 

目指せ!!ロンドンオリンピック（競技編） 

目指せ!!ロンドンオリンピック（体力編） 

コンピュータ健康測定 

ストレッチ講習会 
総合体育館 

ダブルダッチ・なわとびクリニック 

屋内温水プ

ール 

プール市民無料解放，水中体操教室 

野球場 スポーツ少年団野球チーム交流試合  

生涯学習課 ２ ｃ 
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  テニスコー

ト 

市民ソフトテニス大会 

スポーツゲーム体験コーナー（フリーマーケ

ット，ペタンク，グラウンドゴルフ，ローン

ボウルズ，スポーツゲーム体験，グラウンド

ゴルフ親善大会） 

模擬店，フリーマーケット 

自由広場 

市民綱引き選手権 

市民歩け歩け大会 

ゲートボール体験コーナー 

ハンドボール親善試合 

市民歩け歩け大会 

ゲートボール体験教室、 

ゲート 

ボール場 

小中学生ハンドボール親善試合 

会場には模擬店やフリーマーケットなどスポーツ以外の催し

物もあったことから家族連れの参加も目立った。 

   

１４２守谷ハーフマラソン 

《概要》 

幅広い年齢層の交流と健康増進 

を図る。 

継続 今回も全国各地からランニング愛好者が集結した。特

にハーフマラソンの部に人気が集中し，参加者は４，

０７０人と全体の６７％を占める。また，４種目２４

部門と幅広い年齢層に対応することにより，親子での

参加なども促している。 

大会の運営については，男女がともに不公平なく参加

できるよう，更衣室の確保や仮設トイレの設置などレ

イアウトなども含め配慮している。 

○申込者数  6,0６８人 

（内訳）  

生涯学習課 ２ ａ，ｃ，ｇ 
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  ハーフの部 4,0７０人（男３，４７１人，女５９９人） 

５㎞の部  ８６４人（男６０２人，女２６２人） 

３㎞の部  ４５５人（男２９５人，女１６０人） 

２㎞の部  ６７９人（男４２３人，女２５６人） 

   

１４３スポーツ・レクリエーシ

ョンへの参加促進 

《概要》 

各種教室・大会を開催すること

により，市民相互の交流・親睦

を図る。 

継続 幅広い年齢層を対象にしたスポーツ大会や教室を開

催することにより，個人の技能向上を図りながら，参

加者同士の交流を深めることができた。 

区分 名称 開催日 参加者数（チーム数） 

グラウンド 

ゴルフ大会 
4/2６ 6９名 

バドミントン 

大会 
5/３１ 6６組１３０名 

バレーボール 

大会 
6/２８ 1８チーム，２７０名 

軟式野球 

大会 

9/1 ３ ， 2

０ ， 2

７,10/４ 

14 チーム２２４名 

テニス大会 5/1０ ３９組，７８名 

ソフト 

ボール大会 
10/１１ 1８チーム２７０名 

ソフト 

テニス大会 
10/26 17 チーム１４４名 

卓球大会 12/６ ２０８名 

大   

会 

大 

会 

バスケットボ

ール大会 
１/24，31 １8 チーム，２１６名 

 

生涯学習課 ２ ｂ，ｅ 
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  初心者 

水泳教室 

7/2 １ ～ 2

４ 

男性 12 名，女性 23

名，計 35 名 

中学生 

富士登山 
7/29，30 

男性４0 名，女性２1

名，計 61 名 

初心者 

水泳教室 

7/2 １ ～ 2

４ 

男性 12 名，女性 23

名，計 35 名 

中学生 

富士登山 
7/29，30 

男性４0 名，女性２1

名，計 61 名 

トランポリン

教室 

8/１０～１

２ 

男性 25 名，女性 25

名，計 50 名 

教 

室 

水中ウォーキ

ング教室 

3/1 ０ ～ 1

２ 

男性 5 名，女性 16 名，

計２1 名 
 

   

１４４学校体育施設開放事業 

《概要》 

平日夜間，土・日の体育館開放

（小・中学校），土・日の校庭開

放（小学校）を実施し，市民が 

健康増進を図るための活動場所

を提供する。 

 

 

継続 小中学校の体育館や栒技場を市民開放することによ

り，市民の自主的・自発的な活動を展開し，健康増進

や交流を図ることができた。 

○体育館（前期：４月１日～９月３０日  

後期：１０月１日～３月３１日） 

団 体 数 登録者数 

１２０団体 １０１，５５４人 
 

生涯学習課 ３ ｇ 
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主要課題主要課題主要課題主要課題３３３３●●●●高齢者高齢者高齢者高齢者，，，，障害者等障害者等障害者等障害者等にににに対対対対するするするする自立支援自立支援自立支援自立支援 

施策施策施策施策のののの方向方向方向方向１１１１●●●●高齢者高齢者高齢者高齢者のののの自立支援自立支援自立支援自立支援（（（（生活機能生活機能生活機能生活機能のののの向上向上向上向上）））） 

具体的事業具体的事業具体的事業具体的事業    区分区分区分区分    実施状況実施状況実施状況実施状況    担当課担当課担当課担当課    達成度達成度達成度達成度    効効効効    果果果果    

１４５食の自立支援事業（配食

サービス） 

《概要》 

調理が困ᩊな高齢者等に対して 

栄養バランスのとれた食事を提

供するとともに，安ԁの

確認を 

する。 

継続 調理が困ᩊな高齢者等に対して，栄養のバランスのと

れた食事を提供するとともに，安ԁの確認を行った。 

委託έ：ニコニコキッチン 

介護福祉課 ２ ｂ，ｃ，ｆ 

１４６生きがい活動支援通所事

業 

《概要》 

住み慣れた地域のげんき館や各 

公民館の出前サロン等で，いき 

いきと楽しくឯԛ活動や日常動 

作᚞ጀ等の各種事業を実施し， 

心身機能の向上と介護予防を図 

る。 

拡充 住み慣れた地域のげんき館や各公民館等の出前サロ

ンで，いきいきと楽しくឯԛ活動や日常動作᚞ጀ等の

各種事業を実施し，心身機能の向上と介護予防を図っ

た。 

げんきサロン（２ヶ所） 

 いきいきプラザ・げんき館，ミナーデ・げんき館 

出前サロン（１５ヶ所） 

 みずき野・ࣂ所ケㄯ・大野・高野・守谷・根切・ק 

町・ᙱெ戸井・ふくろう・௅᫘・大木・山ゆり・௅

ケㄯ・上״・፦園 

介護福祉課 ２ ｂ，ｇ 

１４７軽度生活援助事業 

《概要》 

軽ତな日常生活（ੈ除，ඹຩ等） 

の援助を行い，高齢者の自立と 

生活のឋの確保を図る。 

継続 軽ତな日常生活（ੈ除，ඹຩ等）の援助を行い，高齢

者の自立と生活のឋの確保を図った。 

委 託 έ：守谷市シルバー人材センターからの෉ᢔ 

利用時間：月～金曜日のうち２時間以内を限度とす

る。 

介護福祉課 ２ ｂ，ｃ，ｆ，

ｇ 
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１４８ᎊ人クラブへの助成 

《概要》 

ᎊ人クラブ運営の支援を行う。 

継続 介護予防の観点から自立した高齢者に生きがいある

生活を送っていただけるようᎊ人クラブに補助金を

支給し，単位ᎊ人クラブの様々な活動（研修଄行・体

力作り活動・地域との交流等）を行い，認知症防止，

高齢者のܔ立の防止等に役立った。 

介護福祉課 １ ｅ，ｆ．ｇ 

１４９生活機能相談事業 

《概要》 

身の回りの事や外出等に不自由

がでてきたときに，保健師や作 

拡充 内 容：介護保険認定の有無にかかわらず，生活機能

のㆯ下をきたしている方の相談を実施して

いる。 

実施者：保健師・作業療ඥ士・理学療ඥ士 

介護福祉課 １ ｂ，ｃ，ｆ 

業療ඥ士，理学療ඥ士等の専門

相談員が一人ひとりに対応す

る。 

 相談日：້曜日 Ҝ前１０時～Ҝ後４時まで（要予ኖ）    

１５０生活福祉資金制度 

《概要》 

ㆯ所得世帯，障害者世帯，高齢

者世帯に必要な 

継続 経済的自立や生活意ഒをڂいつつある方に対するㆯ

所得世帯，障害者世帯，高齢者世帯に必要な資金の貸

付と援助指導を行った。 

２１年度新規生活福祉資金（県社協）については、貸

付が１０件（総合支援資金・福祉資金・教育支援資金）

あり，生計中心者の自立更生に努めた。なお，継続支

援として、生活福祉資金２０件，ᩉ職者支援１件，長

期支援１件，総合支援２件の相談，援助指導も行った。 

また、２１年度新規小口資金（市社協）については、

４件の貸付があり、３１件が継続支援している。 

社会情Ѭ不安によるᩉ職者などが増え，相談件数も急

増している。今後は，社会福祉課，ハローワーク等と

の連携強化が急務となっている。 

 

社会福祉協議会 ２ ｆ，ｇ，ｈ 
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１５１レインボー体操の推進 

《概要》 

げんき館，げんきサロン，出前

サロンにおいて，レインボー体

操の推進を図る。 

拡充 げんき館，その他依頼に応じてレインボー体操の推進

を図ってきた。 

また，平成１７年から継続している「水中体操」も年々

申込者も増えている。 

男女がそれぞれ自立して生活していけるよう高齢者

の方々を対象に体操を指導・支援してきた。参加者か

らは「ᏯХນ，ሂХນになり，非常に体が軽くなった」

などの٣が聞かれている。今後もさらに体操を普及し

ていきたい。 

社会福祉協議会 ２ ｅ，ｆ，ｇ 

１５２公共施設などのバリアフ

リー化の推進 

《概要》 

すべての人が社会の様々な分野

に参加でき，安心してࣛ適な生

活を送ることができる「人にや

さしいまち」づくりを推進する。 

 

＊バリアフリー設計が浸透して

きているため᳂１９年度 事

業終了 

継続  企画課 Ü  
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施策施策施策施策のののの方向方向方向方向２２２２●●●●障害障害障害障害のあるのあるのあるのある人人人人にににに対対対対するするするする支援支援支援支援    

具体的事業具体的事業具体的事業具体的事業    区分区分区分区分    実施状況実施状況実施状況実施状況    担当課担当課担当課担当課    達成度達成度達成度達成度    効効効効    果果果果    

１５３障害者に対する各種制度

の周知 

《概要》 

ᆢ梏的な広報活動により各種制 

度の情報を提供するほか，民生・ 

児童委員，身体・知的障害者相 

談員等との連携をᗆにするな 

ど，各種制度の周知に努める。 

継続 広報もりや，インターネット，ちらし，׶れࠧ等を利

用し広報活動を推進した。また，民生・児童委員の協

力を得て障害者への指導に努める事ができた。身体障

害者相談員及び知的障害者相談委員の研修会などに

ᆢ梏的に参加していただき障害者のかたの相談役を

務めていただいている。 

社会福祉課 １ ｇ 

１５４精神障害者への援助 

《概要》 

精神障害者による申請手続きに 

ついて支援を行う。 

継続 仕事や人間関係などのストレスが原׆と思われる，統

合ڂ調症，うつ病等を発症し精神科や神経内科などに

受診する方が増加している。このような対象者への援

助策として精神通院医療費の負担を軽減するために

障害者支援として国が医療費のЪ減対策を以前から

実施。なお，18 年度からは，個人負担が障害者自立

支援ඥの制定により，５％から 1０％になった。これ

は，本来，医療費は３０％の負担が原則だが，଒ඥで

は個人の負担を軽減することを目的に作られたが，障

害がある方も１０％の負担をすることが必要である

とのឯଓから制定されたと思われる。 

この施策を施行するໝに，本人，保護者から申請を受

けて精神障害者への援助を進めている。認定は医者の

診ૺ書によりЙૺされる。 

平成２０年度の申請者は，おおむƶ４００名。 

社会福祉課 １ ｂ，ｉ 
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１５５障害者デイサービス事業

の促進 

《概要》 

障害のある人に対して，入ෘサ 

ービス等の援助を行う。 

継続 身体に障害がある方を対象に，施設でのレクリエーシ

ョンや入ෘサービスなどを通して障害者の生活の向

上や安らぎを得てもらうことができた。 

社会福祉課 １ ｉ 

１５６障害児ショートステイサ

ービス 

《概要》 

保護者の疾患等の理由により， 

家庭において障害がある児童を 

一時的に介護できないとき，入 

所施設で一時的に預かる。 

継続 身体や知的に障害がある児童を育てている保護者が

急病ややむを得ない事情により，一時的に身体障害者

入所施設や知的障害者入所施設に預けなければなら

ない場合の援助。平成２１年度は１８名の児童の保護

者に対し支給決定を行った。 

 

社会福祉課 １ ｉ 

１５７障害児福祉手当 

《概要》 

身体又は精神に重度の障害があ

るため，日常生活において常時

介護を必要とするᆉ度の状態に

ある障害者及び障害児に対して

支給する。 

継続 重度の障害があり日常生活において常時介護を必要

とするᆉ度にある身体障害者児や精神障害者児に対

して，生活の向上や安らぎを得る事ができるように手

当を支給している。 

○平成２１年度支給対象者（支給要件あり） 

障害者：２４名，障害児：２０名 

○平成２１年度支給額 

特別障害者手当 ２６，４４０円／月 

障害児福祉手当 １４，３８０円／月 

社会福祉課 １ ｉ 

１５８在宅障害児福祉手当の支

給 

《概要》 

市在宅障害児福祉手当支給வ例 

の支給要件に該当する，２０歳 

継続 在宅で障害がある児童を養育している保護者に対し

て，生活の安定と安らぎの援助実施した。 

○平成２１年度対象者：６９名 

○平成２１年度支給額：４，０００円／月。 

※支給要件あり（障害児福祉手当を受給している方は 

社会福祉課 １ ｉ 
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未満の心身に障害のある自動を 

養育している保護者に支給。（障 

害児福祉手当の受給者は対象に 

ならない。） 

 対象外）    

１５９更生医療の給付 

《概要》 

身体障害児（者）が障害を取り

除いたり軽減して日常生活を容

ତにするため，更生医療（１８

歳以上）を給付する。 

継続 身体障害者手帳の交付を受けた満１８歳以上の者で，

障害を取り除くことにより，日常生活の安定や社会復

帰への意ഒを向上できる。 

○平成２１年度の給付者：７名 

社会福祉課 １ ｂ，ｉ 

１６０特別児童ৣ養手当の支給 

《概要》 

心身に障害のある２０歳未満の

児童を家庭で養育している保護

者に対して支給する。 

継続 ２０歳未満の身体障害児や知的障害児などを養育して

いる保護者に生活の援助や安定した安らぎのため手

当を支給した。 

○平成２１年度の支給者：８３名 

※支給には要件に該当することが必要。 

○支給額：1 級 50,900 円，２級 33,900 円 

※100％国費 

社会福祉課 １ ｉ 

１１４（再）医療福祉費支給制

度 

継続  国保年金課 １ ｆ，ｈ 

１５０（再）生活福祉資金制度 継続  

 

社会福祉協議会 ２ ｆ，ｇ，ｈ 

１６１身体障害者スポーツ大会 

《概要》 

身体に障害のある人がスポーツ

を通して社会参加を促すことを

目的に開催する。 

継続 例年，県南総合事務所管内の自治体から参加者を募り

実施されているが，守谷市においては参加希望者が減

少ͼ向のため，身体障害者福祉会と協議した結果，１

８年度以降は参加を見合わせている， 

社会福祉課 ３ ÷ 
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１６２手話通訳による社会参加

の促進 

《概要》 

手話の未経験者に初年度２０回 

の基ᄽ講習，２年目２０回の初 

級講習を行い，県組織での活動 

を目指す。 

継続 手話講習をとおして，᎚の不自由な方への理解と援助

ができる体制をሰく。 

平成２１年度は，社会福祉協議会で実施しているため

未実施。 

※平成２３年度に社会福祉協議会主催の手話講習会

で終了した方を対象に，手話通訳者を養成する講習会

を開催する予定。 

社会福祉課 １ ｅ，ｇ 

１６３障害児の支援・教育の充

実 

《概要》 

障害のある幼児に対する療育の

充実を図る。 

 

継続 発達に何らかの問題を有する児童に対する支援の充

実を図った。対象児が通っている市内の保育所，幼稚

園，小学校及び養護学校との連携を図った。 

また，保護者のニーズに応じて，教育委員会指導室， 

小学校及び養護学校就学児保護者とのট談会，相談等 

を実施した。 

＊参加人数：８０名 

社会福祉課 １ ｇ 

１６４子ども療育教室 

《概要》 

心身に障害のある，もしくは発

達に何らかの問題を持つ利用者

の成長を支援するために，親子

で通園し，日常生活における基

本動作の指導，集団生活への適

応などの療育᚞ጀを実施する。 

継続 発達に何らかの問題を有する児童の成長を支援する

ために，日常生活における基本動作の指導，集団生活

への適応などの療育᚞ጀを実施した。 

○集団指導：児童の年齢，実態を考慮して小集団での

指導を行った。（３グループ編成） 

○個別指導：指導者と 1 対 1 でのᚕᛖ，認知等の指 

導を行った。（1 回 1 時間，１人月３回まで（小学生

は月 1 回）） 

○水療育᚞ጀ：専門講師によるスキンシップ水療育᚞ 

ጀを行った。（常総運動公園室内温水プールにて年８

回実施） 

 

社会福祉課 １ ｇ 
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  ○各種相談：発達に関すること，就園，就学に関する 

こと等，保護者からの相談を受けた（随時）。保護者

のニーズに応じて医療，保健，福祉，教育等，各関係

機関との連携を図った。 

○行事：ট談会
年２回�，個人面談を行った。 

   

１６５特ഷ教育就学ڜѕ費補助 

《概要》 

特ഷ教育を受ける児童・生徒を

養育する世帯への経済的負担の

軽減を図る。 

継続 特別支援教育学級に在籍する児童生徒を有する世帯

への学費及び給食費の一部を補助する事により，経済

的負担の軽減を図る。 

 平成２１年度  対象 ９９名 ９６世帯 

   実施 ４８名 ４６世帯 

 
総額 1,634,238 円� 

学校教育課 ２ ｇ 

１５２（再）公共施設などのバ

リアフリー化の推

進 

継続 ＊バリアフリー設計が浸透してきているため᳂１９

年度 事業終了 

 

企画課 Ü  

１６６重度障害者（児）住宅リ

フォーム助成事業 

《概要》 

障害のある人がӨ所や྘関スロ 

ープ等の改修工事を行い，ࣛ適 

な生活を送るための援助をす 

る。 

継続 身体や知的に重度障害がある障害者児が生活の向上

とࣛ適な生活を営むためにെࠀ解消（ᢊ路や車ࡉから

྘関までのスロープの設置・྘関のെࠀ解消・ࡔ下と

部屋のെࠀ解消，᫘ԏのെࠀ解消など），Ө所の改修

を行なうことへの援助を実施。支給には要件に該当す

ることが必要。 

平成２１年度：１名 

社会福祉課 ２ ｉ 
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施策施策施策施策のののの方向方向方向方向３３３３●●●●要介護要介護要介護要介護にならないためのにならないためのにならないためのにならないための介護予防介護予防介護予防介護予防    

具体的事業具体的事業具体的事業具体的事業    区分区分区分区分    実施状況実施状況実施状況実施状況    担当課担当課担当課担当課    達成度達成度達成度達成度    効効効効    果果果果    

１４６（再）生きがい活動支援

通所事業 

拡充  介護福祉課 ２ ｂ，ｇ 

１４９（再）生活機能相談事業 拡充  

 

介護福祉課 １ ｂ 

 たきり防止事業の推進ݏ１６７

《概要》 

高齢者ができる限り要介護状態

になることなく，健康でいきい

きとしたᎊ後生活を送れるよう

支援する。 

継続 げんき館において，ݏたきりにならないよう，体操等

の指導・支援を図った。 

高齢化社会が広まる中，今後は，ひとりひとりのニー

ズに応じたݏたきり防止事業を推進していくことが

重要である。 

社会福祉協議会 ２ ｆ，ｇ 

 

 

施策施策施策施策のののの方向方向方向方向４４４４●●●●ひとりひとりひとりひとり親家庭等親家庭等親家庭等親家庭等にににに対対対対するするするする支援体制支援体制支援体制支援体制のののの充実充実充実充実 

具体的事業具体的事業具体的事業具体的事業    区分区分区分区分    実施状況実施状況実施状況実施状況    担当課担当課担当課担当課    達成度達成度達成度達成度    効効効効    果果果果    

１６８ひとり親家庭等に対する

情報提供 

《概要》 

守谷市母子ݒ婦福祉会において 

ひとり親家庭等に対する情報提 

供を行う。 

継続 ひとり親世帯が，日常生活において親に急用ができた

ときなど，緊急に困った時，母子ݒ婦福祉会に登録し

ておくことにより介護人として会員登録された介護

人の෉ᢔを受けることができる。 

守谷市においては，登録者は少なく，利用者も本年度

はなかった。Ꮡ୎としては，自宅への介護人෉ᢔを好

まない状況が伺われる点及び介護人宅でみてもらえ

る守谷市のファミリーサポートセンターの事業利用

が増えているためと思われる。 

児童福祉課 ４ ｈ 
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１６９母子ݒ婦福祉資金の貸付

け 

《概要》 

「母子及びݒ婦福祉ඥ」に基づ 

く事業資金，就学資金などの貸 

付けを行う。 

継続 母子ݒ婦の自立を目指し，ᳺ母子及びݒ婦福祉ඥ᳻に基

づく福祉資金の貸付け事業を実施し，相談から貸付に

ᐱったのは１件であった。 

・福祉資金貸付事業相談件数 １５件 （前年１０件） 

・自立支援相談件数（教育᚞ጀ給付金等）１０件 

今後も，母子家庭等の自立促進のための福祉資金貸し

付け等について，ＰＲしていく必要がある。 

児童福祉課 ２ ｈ 

１７０児童ৣ養手当の支給 

《概要》 

父親と生計を同じくしていない 

１８歳未満の子どもを療育して 

いる母親又は療育者に，手当て 

を支給する。 

継続 父母のᩉ婚等により，父親と生計をともにしていない

母または母にかわってその児童を養育している 

方に対し，生活の安定と自立促進の，児童の健やかな

成長のために手当を支給した。 

・4 月 ８月 １２月 児童ৣ養手当手当支給 

・支給申請件数    ４３２件（前年度４０５件） 

・支給対象件数    ４０７件（前年度３６７件） 

児童福祉課 １ ａ，ｈ 

１７１母子・父子福祉手当の支

給 

《概要》 

͈住まいで１８歳未満の子のい 

るひとり親家庭（母子・父子家 

庭）に対し，月５千円を支給す 

る。 

継続 ͈家住まいで１８歳未満の子どもがいるひとり親世

帯で，児童ৣ養手当の所得要件に該当する世帯に経済

的支援を目的に月 5 千円を支給した。 

・４月 ８月 １２月 母子・父子住宅手当支給 

・支給対象世帯 １０６世帯（前年度１８５世帯） 

児童福祉課 １ ｈ 

１１４（再）医療福祉費支給制

度 

継続  国保年金課 １ ｆ，ｈ 

１５０（再）生活福祉資金制度 

 

継続  社会福祉協議会 ２ ｆ，ｇ，ｈ 

 


